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一．

は
じ
め
に
（
正
岡
子
規
に
つ
い
て
）

正
岡
子
規
は
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
愛
媛
県
松
山
に
生
ま
れ
た
。
本

名
は
常
規
つ
ね
の
り

、
幼
名
を
処
之
助

と
こ
ろ
の
す
け

、
ま
た
升
の
ぼ
る
と
い
っ
た
。
祖
父
の
大
原
観
山
に
漢
学

を
学
び
な
が
ら
小
学
校
を
終
え
、
明
治
十
三
年
（
一
一
八
○
）
松
山
中
学
に
進

学
し
た
。
明
治
十
六
年
に
松
山
中
学
を
退
学
し
て
上
京
し
、
翌
年
に
大
学
予
備

門
に
入
学
、
文
学
や
哲
学
へ
の
関
心
を
高
め
、
詩
歌
や
俳
句
を
始
め
た
。
夏
目

漱
石
に
出
会
っ
た
の
も
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
○
）
東
京
帝
国
大
学
国
文
科
に
入
学
。
明
治
二
十

五
年
六
月
か
ら
『
獺
祭
だ
つ
さ
い

書
屋
俳
話
』
を
『
日
本
』
に
連
載
、
俳
句
革
新
の
口
火

を
切
っ
た
。
こ
の
年
、
大
学
の
学
年
試
験
に
落
第
し
、
大
学
を
退
学
、
十
二
月

に
「
日
本
」
社
に
入
社
し
た
。
こ
の
年
以
降
、
句
作
が
急
増
す
る
。

明
治
二
十
八
年
、
日
清
戦
争
に
従
軍
記
者
と
し
て
赴
い
た
が
、
そ
の
帰
途
に

喀
血
し
、
以
後
は
長
い
病
床
生
活
に
入
る
。
明
治
三
十
一
年
二
月
に
『
歌
よ
み

に
与
ふ
る
書
』
を
発
表
し
、
短
歌
革
新
に
着
手
し
た
。『
古
今
集
』
を
否
定
し

て
、『
万
葉
集
』
や
源
実
朝
さ
ね
と
も

を
称
揚
し
、
根
岸
短
歌
会
を
結
成
。
俳
句
・
短
歌

に
並
ん
で
文
章
革
新
運
動
を
起
こ
し
、
写
生
文
を
提
唱
し
た
。
脊
椎
カ
リ
エ
ス

に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
、
病
床
に
あ
っ
て
『
墨
汁
一
滴
』『
病
床
六
尺
』『
仰
臥
漫

録
』
な
ど
を
発
表
し
た
。

明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
二
）
九
月
十
九
日
、
絶
筆
三
句
を
残
し
、
三
十
六

歳
の
生
涯
を
終
え
た
。

二．

正
岡
子
規
の
漢
詩

正
岡
子
規
（
一
八
六
七
〜
一
九
○
二
）
は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
、
お
よ
そ
二

千
首
の
漢
詩
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
子
規
が
最
初
に
作
っ
た
詩
が
、
次

に
挙
げ
る
「
聞
子
規
」（
子
規
を
聞
く
）
と
い
う
五
言
絶
句
で
あ
る
。

聞
子
規

一
声
孤
月
下
　
　
一
声
　
孤
月
の
下

啼
血
不
堪
聞
　
　
啼
血
　
聞
く
に
堪
へ
ず

夜
半
空
欹
枕
　
　
夜
半
　
空む
な

し
く
枕
を
欹
そ
ば
だ
つ

古
郷
万
里
雲
　
　
古
郷
　
万
里
の
雲

一

正
岡
子
規
の
漢
詩

佐
　
藤
　
利
　
行
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自
注
に
「
余
作
詩
以
此
為
始
」（
余
の
作
詩
は
此
れ
を
以
て
始
め
と
為
す
）
と

あ
る
よ
う
に
、
子
規
が
初
め
て
作
っ
た
の
が
こ
の
詩
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

子
規
は
慶
応
三
年
に
松
山
で
生
ま
れ
た
。
武
士
の
家
に
生
ま
れ
た
子
規
は
、

八
・
九
歳
の
頃
か
ら
外
祖
父
で
漢
学
者
で
あ
っ
た
大
原
観
山
の
も
と
で
漢
詩
の

素
読
を
始
め
た
。
そ
の
頃
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
筆
ま
か
せ
』（
明
治
二
十
一

年
）
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

余
は
幼
時
よ
り
何
故
か
詩
歌
を
好
む
の
傾
向
を
現
は
し
た
り
。
余
が
八
・
九

歳
の
頃
、
外
祖
父
観
山
翁
の
も
と
へ
素
読
に
行
き
た
り
。
其
頃
の
事
な
り
け

ん
。
あ
る
朝
玄
関
を
は
い
り
し
に
其
の
ほ
と
り
に
二
・
三
人
の
塾
生
が
机
を

な
ら
べ
ゐ
し
う
ち
に
、
一
人
が
一
の
帳
面
を
持
ち
、
其
中
に
は
墨
で
字
を
書

き
其
間
に
朱
に
て
字
を
書
き
た
る
を
見
た
り
。
そ
れ
は
何
に
や
と
問
へ
ば
詩

な
り
と
い
ふ
。
余
は
固
よ
り
朱
字
の
何
物
た
る
を
知
る
よ
し
も
な
く
詩
は
ど

ん
な
も
の
と
も
知
ら
ず
。
た
だ
其
朱
墨
相
交
る
を
見
て
綺
麗
と
思
ひ
し
な
る

べ
し
。
早
く
年
取
り
て
詩
を
作
る
様
に
な
り
た
し
と
思
へ
り
。

其
後
、
観
山
翁
は
間
も
な
く
物
故
せ
ら
れ
し
が
、
ひ
き
つ
づ
き
て
土
屋
休
明

先
生
の
処
へ
素
読
に
行
き
し
か
ば
、終
に
此
先
生
に
つ
き
て
詩
を
作
る
の
法
、

即
ち
幼
学
便
覧
を
携
へ
行
き
て
平
仄
の
な
ら
べ
か
た
を
習
ひ
し
は
明
治
十
一

年
の
夏
に
て
、
そ
れ
よ
り
五
言
絶
句
を
毎
日
一
つ
づ
つ
作
り
て
見
て
も
ら
ひ

た
り
。

先
に
挙
げ
た
「
聞
子
規
」
の
詩
は
、
ま
さ
に
こ
の
頃
、
す
な
わ
ち
明
治
十
一
年

に
作
ら
れ
た
五
言
絶
句
な
の
で
あ
る
。
慶
応
三
年
に
生
ま
れ
た
子
規
で
あ
る
か

ら
、
明
治
十
一
年
と
い
え
ば
、
満
十
二
歳
。
こ
こ
で
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
今
の

小
学
六
年
生
の
年
齢
に
し
て
、
こ
う
し
た
漢
詩
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。「
聞
・
雲
」
が
韻
を
押ふ

む
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
難
し
い
と

さ
れ
る
平
仄
の
規
則
も
き
ち
ん
と
守
ら
れ
て
い
る
。

○
○
○
●
●

○
●
●
○
●

●
●
○
○
●

●
○
●
●
○

○
が
平
字
、
●
が
仄
字
で
あ
る
が
、
こ
の
平
仄
の
配
列
は
、
五
言
絶
句
の
平
仄

の
き
ま
り
通
り
で
あ
る
。
わ
ず
か
十
二
歳
の
少
年
が
、
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
見
事
な
漢
詩
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。

そ
の
答
え
は
、
先
に
引
用
し
た
『
筆
ま
か
せ
』
の
中
に
あ
る
。「
即
ち
幼
学

便
覧
を
携
へ
行
き
て
平
仄
の
な
ら
べ
か
た
を
習
ひ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
、

漢
詩
を
作
る
際
に
は
『
幼
学
便
覧
』
を
参
考
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。『
幼
学

便
覧
』
の
中
に
「
客
舎
聞
子
規
」
の
項
目
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
子
規
が
作
詩
に

用
い
た
詩
語
「
一
声
・
孤
月
下
・
啼
血
・
不
堪
聞
・
半
夜
・
欹
枕
・
古
郷
・
万

里
雲
」
が
す
べ
て
網
羅
さ
れ
て
い
る
。『
幼
学
便
覧
』
と
は
そ
の
よ
う
な
作
詩

の
た
め
の
参
考
書
で
あ
り
、
そ
こ
に
集
め
て
あ
る
詩
語
を
並
べ
る
と
、
自
然
に

漢
詩
が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 二
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次
に
、
東
京
大
学
在
学
中
か
ら
親
交
の
あ
っ
た
夏
目
漱
石
が
、
明
治
二
十
八

年
（
一
八
九
五
）
旧
制
松
山
中
学
校
に
赴
任
す
る
に
際
し
て
子
規
が
送
っ
た
詩

を
見
て
み
よ
う
。（
注
①
）

送
夏
目
漱
石
之
伊
豫
（
夏
目
漱
石
の
伊
豫
に
之ゆ

く
を
送
る
）

去
矣
三
千
里
　
　
去ゆ

け
よ
　
三
千
里

送
君
生
暮
寒
　
　
君
を
送
れ
ば
　
暮
寒
生
ず

空
中
懸
大
嶽
　
　
空
中
に
大
嶽
懸か

か
り

海
末
起
長
瀾
　
　
海
末
に
長
瀾

ち
や
う
ら
ん
起
こ
る

僻
地
交
遊
少
　
　
僻
地
　
交
遊
少ま
れ

に

狡
児
教
化
難
　
　
狡
児
　
教
化
難か
た

か
ら
ん

清
明
期
再
会
　
　
清
明
　
再
会
を
期
す

莫
後
晩
花
残
　
　
晩
花
の
残
そ
こ
な
は
る
る
に
後お
く

る
る
こ
と
莫な

か
れ

詩
題
に
見
え
る
「
伊
豫
」
と
は
、
今
の
愛
媛
県
の
こ
と
。
東
京
か
ら
松
山
ま
で

の
長
い
旅
路
や
、
任
地
で
の
苦
労
を
思
い
や
る
子
規
の
思
い
が
こ
の
詩
か
ら
は

読
み
取
れ
る
。

こ
の
詩
の
首
聯
「
去
矣
三
千
里
、
送
君
生
暮
寒
」
は
、『
荘
子
』
逍
遙
遊
篇

の
冒
頭
に
見
え
る
次
の
文
を
踏
ま
え
て
い
る
。

北
冥
有
魚
。
其
名
為
鯤
。
鯤
之
大
、
不
知
其
幾
千
里
也
。
化
而
為
鳥
。
其

名
為
鵬
。
鵬
之
背
、
不
知
其
幾
千
里
也
。
怒
而
飛
、
其
翼
若
垂
天
之
雲
。

三
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是
鳥
也
、
海
運
、
則
将
徙
於
南
冥
。
南
冥
者
、
天
池
也
。
斉
諧
者
、
志
怪

者
也
。
諧
之
言
曰
、「
鵬
之
徙
於
南
冥
也
、
水
撃
三
千
里
、
摶
扶
揺
而
上

者
九
萬
里
。
去
以
六
月
息
者
也
。」

北
冥
に
魚
有
り
。
其
の
名
を
鯤
と
為
す
。
鯤
の
大
い
さ
、
其
の
幾
千
里
な
る

か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
化
し
て
鳥
と
為
る
。
其
の
名
を
鵬
と
為
す
。
鵬
の
背

は
、
其
の
幾
千
里
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
怒
し
て
飛
べ
ば
、
其
の
翼
は

垂
天
の
雲
の
若
し
。
是
の
鳥
や
、
海
運め
ぐ

れ
ば
、
則
ち
将ま
さ

に
南
冥
に
徙う
つ

ら
ん
と

す
。
南
冥
と
は
、
天
池
な
り
。
斉
諧
せ
い
か
い

な
る
者
は
、
怪
を
志し

る
者
な
り
。
諧
の

言
に
曰
く
、「
鵬
の
南
冥
に
徙
る
や
、
水
に
撃
つ
こ
と
三
千
里
、
扶ふ

揺え
う

を
摶う

ち
て
上
る
こ
と
九
萬
里
。
去
り
て
六
月
を
以
て
息
す
る
者
な
り
。」
と
。

子
規
は
、
こ
こ
に
見
え
る
「
三
千
里
」「
去
」
と
い
う
語
を
用
い
な
が
ら
、『
荘

子
』
の
表
現
を
借
り
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
暗
に
漱
石
が
「
鵬
」
の
ご
と
き
逸
材

で
あ
る
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

頷
聯
「
空
中
懸
大
嶽
、
海
末
起
長
瀾
」
は
、
こ
れ
か
ら
漱
石
が
旅
し
て
行
く

で
あ
ろ
う
情
景
を
想
像
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
陸
路
で
は
大
空
に
聳
え
立
つ

「
大
嶽
」
を
越
え
、
海
路
で
は
押
し
寄
せ
る
長
く
連
な
る
波
「
長
瀾
」
を
越
え

て
行
く
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
情
景
描
写
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
の
「
大
嶽
」
は

富
士
山
を
想
像
さ
せ
、
こ
れ
も
漱
石
を
日
本
一
の
名
山
で
あ
る
富
士
山
に
な
ぞ

ら
え
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。「
長
瀾
」
の
語
も
、
海
の
果
て
の
松
山

の
地
ま
で
子
規
の
教
育
が
波
及
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
そ
の
才
知
を
称
揚
す
る
思

い
が
言
外
に
込
め
ら
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
子
規
の
此
の
詩
に
対
し
て
漱
石
は
、
次
の
よ
う
な
詩
を
返
し
て

い
る
。

無
題

海
南
千
里
遠
　
　
海
南
　
千
里
遠
く

欲
別
暮
天
寒
　
　
別
れ
ん
と
欲
し
て
　
暮
天
寒さ
む

し

鉄
笛
吹
紅
雪
　
　
鉄
笛
て
つ
て
き

紅
雪
を
吹
き

火
輪
沸
紫
瀾
　
　
火
輪
　
紫
瀾
を
沸わ

か
す

為
君
憂
国
易
　
　
君
の
為
に
国
を
憂
ふ
る
は
易や
す

く

作
客
到
家
難
　
　
客
と
作な

り
て
家
に
到
る
は
難か
た

し

三
十
巽
還
坎
　
　
三
十
　
巽そ
ん

に
し
て
還ま

た
坎か
ん

功
名
夢
半
残
　
　
功
名
　
夢
半な
が

ば
残ざ
ん

す

こ
の
詩
は
、
明
治
二
十
九
年
一
月
十
二
日
、
松
山
市
二
番
町
八
番
戸
上
野
方
よ

り
下
谷
区
上
根
岸
町
八
十
二
番
地
　
正
岡
子
規
　
宛
て
の
は
が
き
に
見
え
る
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

送
別
の
詩
拝
誦
、
後
聯
尤
も
生せ
い

に
適
切
乍
粗
末
次
韻
却
呈
。

と
い
う
前
書
き
が
あ
る
。
先
に
み
た
子
規
の
詩
に
「
次
韻
」
し
た
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
「
寒
・
瀾
・
難
・
残
」
と
い
う
同
じ
韻
字
を
用
い
て
の
作
で
あ
る
。

一
般
に
次
韻
の
詩
は
、
相
手
へ
の
友
情
・
敬
意
を
表
す
も
の
と
さ
れ
て
い
て
、

四
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単
な
る
言
葉
合
わ
せ
で
は
な
い
。

「
海
南
」
と
は
、
四
国
の
こ
と
。「
紅
雪
」
は
、
曲
の
名
と
思
わ
れ
る
が
、

よ
く
分
か
ら
な
い
。「
火
輪
」
と
は
、
火
輪
船
で
、
蒸
気
船
の
こ
と
。
い
わ
ゆ

る
当
時
の
中
国
語
。「
巽
還
坎
」
に
つ
い
て
、「
巽
」
と
は
易
の
八
卦
の
一
つ
で
、

人
に
お
く
れ
を
と
る
こ
と
の
象
徴
。「
坎
」
も
八
卦
の
一
つ
で
、
艱
難
を
象
徴

す
る
。

時
に
三
十
歳
で
あ
っ
た
漱
石
は
、「
客
」
旅
人
と
な
り
故
郷
を
離
れ
て
は
、

家
に
帰
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
、
そ
れ
は
君
主
の
た
め
に
国
家
の
こ
と
を
憂

え
る
こ
と
よ
り
も
、
も
っ
と
辛
い
こ
と
で
あ
り
、「
功
名
」
を
得
た
い
と
い
う

思
い
も
半
ば
く
ず
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
自
ら
の
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。

次
に
は
、
明
治
十
八
年
に
作
ら
れ
た
詩
の
中
か
ら
、「
詠
日
本
刀
」
と
「
厳

嶋
」
の
二
首
の
詩
を
見
て
み
た
い
。

詠
日
本
刀
（
日
本
刀
を
詠
ず
）

日
本
刀
鋒
鋭
絶
倫
　
　
日
本
刀
の
鋒
は
　
鋭
き
こ
と
絶
倫

紛
々
魑
魅
尽
逡
巡
　
　
紛
々
た
る
魑
魅
も

尽
く

　
こ
と
ご
と
　

逡
巡
す

請
看
国
宝
叢
雲
剣
　
　
請
ふ
看
よ
　
国
宝
叢
雲
む
ら
く
も

の
剣

億
万
斯
年
護
帝
宸
　
　
億
万
斯
年
　
帝
宸
を
護ま
も

る

こ
の
詩
は
、
い
わ
ゆ
る
詠
物
詩
で
あ
る
。
今
回
、
子
規
の
詩
を
見
る
に
当
た
り

テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
の
は
講
談
社
『
子
規
全
集
』
巻
八
「
漢
詩
・
新
体
詩
」

に
収
め
る
『
漢
詩
稿
』
で
あ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
国
立
国
会
図
書
館
に
蔵

す
る
子
規
の
自
筆
本
を
底
本
と
し
て
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
改
作
の
跡
を
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
「
詠
日
本
刀
」
詩
に
も
、
そ
の
改
作
の
跡
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
第
一
句
の
「
鋭
」
字
は
、
も
と
は
「
元
」
字
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
元
よ
り
絶
倫
」。
ま
た
、
第
二
句
の
「
紛
々
」
は
「
心
驚
」
か
ら
改
め
ら
れ
た
。

「
心
驚
か
さ
る
る
魑
魅
は
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う
。

第
四
句
「
億
万
斯
年
護
帝
宸
」
は
、
初
稿
は
「
万
古
千
秋
護
帝
宸
」
で
あ
っ

た
が
、「
千
秋
」
を
「
依
然
」
と
改
作
し
た
。
す
な
わ
ち
、

万
古
千
秋
護
帝
宸
　
　
万
古
　
千
秋
　
帝
宸
を
護
る

か
ら
、万

古
依
然
護
帝
宸
　
　
万
古
　
依
然
と
し
て
　
帝
宸
を
護
る

と
改
作
さ
れ
、
さ
ら
に
、

億
万
斯
年
護
帝
宸
　
　
億
万
　
斯
年
　
帝
宸
を
護
る

に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
子
規
の
漢
詩
制
作
に
お
け
る
推
敲
の

過
程
が
見
て
取
れ
て
興
味
深
い
。

五
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次
に
、
広
島
に
も
縁
の
あ
る
宮
島
（
厳
島
）
を
詠
ん
だ
詩
を
紹
介
し
よ
う
。

厳
嶋

海
中
起
宮
殿
　
　
海
中
に
　
宮
殿
起
こ
る

非
是
蜃
気
楼
　
　
是こ

れ
蜃
気
楼
に
非
ず

名
曰
厳
嶋
社
　
　
名
づ
け
て
厳
嶋
社
と
曰
ふ

遠
矣
所
来
由
　
　
遠
き
か
な
　
来
由
す
る
所

毛
公
曾
用
武
　
　
毛
公
　
曾か
つ

て
武
を
用
ひ

一
挙
復
君
讎
　
　
一
挙
　
君
の
讎あ
だ

を
復
す

特
筆
記
義
戦
　
　
特
筆
し
て
　
義
戦
を
記し
る

す
も

寂
莫
三
百
秋
　
　
寂
莫
た
り
　
三
百
秋

借
問
人
不
知
　
　
借
問
す
る
も
　
人
は
知
ら
ず

往
事
何
処
求
　
　
往
事
　
何い
づ

れ
の
処
に
か
求
め
ん

城
塞
皆
已
非
　
　
城
塞
　
皆
已
に
非な

き
も

山
高
海
長
流
　
　
山
は
高
く
　
海
は
長
と
こ
し
へ
に
流
る

こ
の
詩
を
理
解
す
る
に
は
、
日
本
の
歴
史
を
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
日
本
の
天
文
二
十
四
年
（
一
五
五
五
）
十
月
に
、
安
芸
の
国
の
厳
島

で
毛
利
元
就
と
陶
晴
賢
と
の
間
で
行
わ
れ
た
「
厳
島
の
戦
い
」
の
背
景
を
知
っ

て
お
か
な
い
と
、
こ
の
詩
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
日
本
の
漢
詩

を
研
究
す
る
場
合
、
こ
と
に
中
国
人
研
究
者
が
日
本
漢
詩
を
取
り
上
げ
る
場
合

の
難
し
さ
は
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。（
注
②
）

ま
た
、
こ
の
詩
の
第
十
一
・
十
二
句
「
城
塞
皆
已
非
、
山
高
海
長
流
」
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
人
事
の
儚
さ
と
自
然
の
悠
久
と
を
対
比
的
に
と
ら
え
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
杜
甫
の
「
春
望
」
詩
に
、

国
破
山
河
在
　
　
国
破
れ
て
　
山
河
在
り

城
春
草
木
深
　
　
城
春
に
し
て
　
草
木
深
し

と
あ
る
の
に
通
ず
る
思
い
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
子
規
も
杜
甫
の
此

の
句
を
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
文
学
研
究
に
お
い
て
は
、

取
り
上
げ
る
作
品
を
読
む
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
と
同
時
に
そ
の
作
品
が
作
ら

れ
た
時
代
背
景
、
文
化
の
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
な
の

で
あ
る
。

三．

子
規
の
漢
詩
と
俳
句

子
規
の
俳
句
が
漢
詩
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
指
摘
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
二
・
三
の
例
を
紹
介
し
た
い
。

先
ず
、
王
維
の
「
過
香
積
寺
」
詩
を
見
て
み
よ
う
。

過
香
積
寺
（
香
積
寺
に
過よ
ぎ

る
）

不
知
香
積
寺
　
　
香
積
寺
を
知
ら
ず

数
里
入
雲
峯
　
　
数
里
　
雲
峯
に
入
る

古
木
無
人
逕
　
　
古
木
　
人
逕
無
く

六
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深
山
何
処
鐘
　
　
深
山
　
何
処
の
鐘

泉
声
咽
危
石
　
　
泉
声
　
危
石
に
咽む
せ

び

日
色
冷
青
松
　
　
日
色
　
青
松
に
冷
や
や
か
な
り

薄
暮
空
潭
曲
　
　
薄
暮
　
空
潭
の
曲
ほ
と
り

安
禅
制
毒
龍
　
　
安
禅
　
毒
龍
を
制
す

こ
の
王
維
の
詩
か
ら
、
子
規
は
次
の
よ
う
な
句
を
得
て
い
る
。

道
細
く
　
人
に
も
逢
は
ず
　
夏な
つ

木こ

立だ
ち

ひ
や
ひ
や
と
　
朝
日
う
つ
り
て
　
松
青
し

毒
龍
を
　
静
め
て
淵
の
　
色
寒
し

こ
う
し
た
例
は
他
に
も
多
く
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
漢
詩
と
俳
句
の
関

わ
り
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
詳
述
し
た
い
。

四．

お
わ
り
に

今
回
の
考
察
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
子
規
が
残
し
た
最
後
の
詩
を
紹
介
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

（
無
題
）

馬
鹿
野
郎
糞
野
郎
　
　
馬
鹿
野
郎
　
糞
野
郎

一
棒
打
尽
金
剛
王
　
　
一
棒
　
打
ち
尽
く
す
　
金
剛
王

再
過
五
臺
山
下
路
　
　
再
び
過よ
ぎ

る
　
五
臺
　
山
下
の
路

野
草
花
開
風
自
涼
　
　
野
草
　
花
開
い
て
　
風
　
自
お
の
づ
か
ら
涼
し

子
規
の
『
病
床
読
書
日
記
』（
明
治
三
十
三
年
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

十
一
月
十
五
日
　
朝
、
寒
暖
計
五
十
七
度
。
原
稿
を
作
る
。

午
後
、
下
痢
。
維
摩
経
を
読
む
。
余
仏
教
を
奉
ぜ
ず
。
仏
教
を
詠
む
は
仏

教
斯
の
如
し
と
見
る
の
み
。
試
に
其
中
の
語
を
題
に
し
て
数
句
を
作
る
。

是
身
如
泡
。
不
得
久
立
。

凩
の
　
吹
く
や
泡
無
き
　
蟹
の
口

是
身
如
芭
蕉
。
中
無
有
堅
。

六
尺
の
　
緑
枯
れ
た
る
　
芭
蕉
か
な

先
の
詩
は
、
明
治
三
十
五
年
に
「
叫
喚
の
間
」
に
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
脊

椎
カ
リ
エ
ス
の
苦
痛
に
耐
え
な
が
ら
残
さ
れ
た
此
の
詩
か
ら
、
我
々
は
子
規
の

ど
の
よ
う
な
思
い
を
感
じ
取
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。七
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（
注
）

①
富
永
一
登
・
朝
倉
孝
之
・
岡
本
恵
子
・
佐
藤
利
行
「
現
代
に
生
き
る
中
・
高

校
生
の
た
め
の
日
本
漢
詩
・
日
本
漢
文
の
教
材
化
（
２
）」（『
学
部
・
附
属

学
校
共
同
研
究
紀
要
』
第
三
十
五
号
・
広
島
大
学
学
部
・
附
属
学
校
共
同
研

究
機
構
）
参
照
。

②
日
本
漢
詩
に
お
い
て
、
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
所
謂
「
和
習
」（「
和
臭
」）

の
問
題
で
あ
る
。
吉
川
幸
次
郎
先
生
は
『
続
人
間
詩
話
』
そ
の
九
十
三
「
佐

久
間
象
山
」
の
項
で
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
る
。

い
っ
た
い
江
戸
時
代
の
人
人
の
漢
詩
文
は
、
ご
く
初
期
の
林
羅
山
そ
の

他
少
数
者
を
の
ぞ
き
、
大
て
い
語
学
的
に
正
し
く
、
日
本
語
的
な
語
法

の
混
入
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
「
和
習
」
は
、
あ
る
種
の
人
人
が
軽
率

に
予
想
す
る
ほ
ど
、
多
く
は
な
い
。

し
か
し
、
中
国
人
が
日
本
漢
詩
を
読
む
場
合
に
は
、
地
名
な
ど
日
本
固
有
の

名
詞
や
、
日
本
人
独
特
の
発
想
に
基
づ
く
表
現
な
ど
が
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら

は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
難
い
。
例
え
ば
清
の
兪

が
編
纂
し
た
日
本
漢
詩
集

『
東
瀛
詩
選
』
は
、
編
者
が
改
編
し
た
り
修
改
し
た
た
め
に
、
却
っ
て
本
来

の
味
わ
い
を
損
ね
て
し
ま
っ
た
も
の
も
多
く
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

郭
穎
「『
東
瀛
詩
選
』
に
お
け
る
兪

の
修
改
―
「
和
習
」
に
つ
い
て
―
」

（『
中
国
学
研
究
論
集
』
第
二
十
二
号
・
広
島
中
国
文
学
会
）
を
参
照
。

八
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